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ご あ い さ つ

　秋たけなわの候、皆さまにおかれましては益々ご健勝のこととお

慶び申し上げます。

　平素は格別のご支援、ご愛顧を賜りまして誠にありがとうござい

ます。

　このたび、当金庫の営業地域でお仕事や社会活動を通じてご活躍

されている方々に第２０回 ｢なかしんふるさと賞｣ をお贈りし、広

くご紹介させていただくことと致しました。

　受賞されました方々に心よりお祝いとお慶びを申し上げ、益々ご

活躍されますことをお祈り致します。

　　　　　　　　　　　　　中 兵 庫 信 用 金 庫

理 事 長
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《　　　　ふるさと賞》　ご受賞者名　（敬称略・順不同）

１.　商工業部門
該当

店舗名
お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

日 本 紙 器 株 式 会 社 丹 波 市

昭和35年11月大阪市にて段ボール、パッキングケースの製造販売業と
して創業され、昭和42年6月に生産拠点として丹波市春日町に春日工場
を建設、昭和58年に本社を春日町に移転され50年が過ぎています。取
引先からの信頼も厚く、関西エリアでは高いシェアを維持しておられま
す。常に安定した雇用を行い、地元の雇用に大きく貢献されています。

株 式 会 社 コ ー ユ ー 西 宮 市

「独創性第一の精神」で心身ともに快適な暮らしを実現する商品の
開発、製造、販売に情熱を注がれておられます。鳥獣害対策に長年
取り組まれ、「バードレスマット」を考案され効果を上げておられま
す。平成28年には「西宮市優良事業所顕彰～NISHINOMIYA　TECH　
PRIZE」において優れた技術力を評価され受賞されています。

社会福祉法人和寿園 篠 山 市

高齢者総合福祉施設として設立60年を迎えられ、地域にはなくては
ならない施設として経営努力されてきました。理事長以下役員の方々
は、全て篠山市内の有識者からなり、「その人の尊厳を大切にし、や
すらぎと生きがいに貢献する」を基本理念として、地域社会への貢
献、利用者満足・従業員満足を図ることを目指されています。

春
　
日

西
宮
北

丹
　
南

該当
店舗名

お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

沢田八幡 鱧切り祭り 篠 山 市

鱧切りは、沼地に生息する大蛇退治を例えられています。昔、人々を
苦しめた大蛇は水害を意味するとされ、大蛇になぞらえた大きな鱧を
切ることで秋の収穫の無事を祈り、感謝を表し祭礼が行われていま
す。約400年前から伝わり、篠山三大奇祭の一つとして民俗学者柳田
國男氏の著書「日本の祭」にも記載されており、江戸時代中期から伝
わる伝統を伝承されています。

一 般 財 団 法 人

神 楽 自 治 振 興 会
丹 波 市

青垣町旧神楽村の財産管理から地域振興としての取組を幅広く行われ
ています。現在、重点活動として「田舎暮らし推進（UIターン定住促
進）」や「集落の駅神楽を活用した交流行事等の開催」に力を入れて
おられます。地域の活性化に積極的に取り組み尽力され、特に、過疎
化が進んでいる地域の活性化対策に重点を置き活動されています。

兵 主 神 社 例 祭 西 脇 市

兵主神社は784年（延暦3年）創建の式内社で、拝殿は県指定の文化財
として登録されています。黒田官兵衛と縁のある神社として地元に親し
まれています。例大祭は大名行列を模した「列敬（れっけい）」や5台
の布団太鼓屋台の練り込みが行われ、天狗の面を着けた「猿田彦」が参
道や境内を清め、太鼓屋台みこしが宮入りする伝統を守られています。

西 戸 百 石 踊 保 存 会 加 東 市

「秋津百石踊」は中世の田楽の名残があり、伝統の雨乞い祈願の踊りに
加え湯立ての神事が行われています。百石踊は室町時代末期頃に始ま
り、周辺の多くの集落で行われていましたが、農業用水の整備が進み廃
れていきました。しかし、西戸集落が伝統を守り、昭和47年に兵庫県
の無形民俗文化財に指定されています。平成23年には定期上演を開始
し、以後毎年4月29日に秋津住吉神社に奉納されています。

２. 伝統工芸・文化部門

篠
　
山

青
　
垣

黒
田
庄

社
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３．スポーツ部門
該当

店舗名
お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

丹 波 市 三 ツ 塚

マ ラ ソ ン 大 会

実 行 委 員 会

丹 波 市

「健康と教育のまち丹波市（市島町；合併前）を走ろう」をキャッチフ
レーズに、丹波路を楽しんでいただこうとマラソン大会を開催されてい
ます。平成30年5月開催大会で節目の30回となりました。運営は、地元
住民のボランティアや地元中学生の協力を得て行っておられます。コー
スには地元のボランティアによりパンジーの花を植えコースを彩るなど
工夫されています。第31回は来年5月12日（日）に開催される予定です。

田 中 　 希 実 小 野 市

西脇工業高校陸上部に所属されていた平成 29 年の全国都道府県対抗
女子駅伝で、兵庫県では 14 年ぶりとなる 4 度目の優勝に貢献されま
した。現在は大学に通いながら、尼崎にあるＮＤ 28 アスリートクラ
ブに所属し活動されています。今年度は第 18 回アジアジュニア陸上
競技選手権大会の 3,000 ｍと、フィンランドで行われた第 17 回Ｕ 20
世界選手権 3,000 ｍで金メダルを獲得され、福井国体では成年女子
5,000 メートル優勝と大活躍されています。

市
　
島

小
　
野

４．ボランティア部門
該当

店舗名
お　名　前 ご　住　所 ご　功　績

久 須 美　 一 雄 丹 波 市

昭和45年から、趣味であったアコーディオンを演奏し、福祉施設への
慰問活動をされています。平成３年に勤務されていた電力会社を退職
され、その後は年間30～40施設、各老人ホーム・デイサービス施設・
病院関係・各自治会イベント行事（敬老会等）への訪問活動を行って
おられます。また、阪神大震災時には、仮設住宅への慰問活動を積極
的に行われました。

乗 竹 か わ ら 版 を

つ く っ て み よ う 会
篠 山 市

当初、「乗竹郷づくり協議会」の活動の一環で、平成15年8月に「かわら
版」を創刊されました。毎月発行され15年間で180号を超えました。Ａ3用
紙の裏表のカラー刷りで全戸配布されています。現在は住民5人で取材・
編集を行っておられます。「かわら版」の内容は地区内の行事や活動報
告、また住民紹介などローカルな情報がいっぱいで、心が和む内容となっ
ており、明るい村づくりのツールとしての役割を果たしておられます。

福 知 山

平 安 レ デ ィ ー ス
福 知 山 市

平成８年に、女性の目、母親の目から見た被害防止対策の推進と安心
して暮らせるまちづくりに向け、女性防犯推進委員の有志により発足。
メンバー全員が「楽しみながら生き生きと」をモットーに「地域の安
全のために、今、取り組むべきことは何か」を考え高齢者や子供が特
殊詐欺や誘拐等の被害者にならないよう防犯を題材とした寸劇の自主
製作や上演等を行っておられます。過去には内閣総理大臣表彰をはじ
め多数の賞を受けておられます。

対面音訳ボランティア

「 つ む ぎ の 会 」
三 田 市

平成 9 年 4 月に発足され、21 年という長きに亘って、視覚障がい者
等の支援を目的として活動されています。視覚障がい者等に出会い、
自然な形での触れ合いができるよう読むことが困難な方へ希望された
図書やパンフレット・説明書、新聞、雑誌などの対面音訳を行ってお
られます。また、希望によりパーソナルＣＤ・テープ等音訳図書の製
作も行っておられます。

柏
　
原

福
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過去５年間のご受賞者名　（敬称略・順不同）

お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

㈱ 清 　 明 　 堂 篠 山 市

細 見 鉄 工 ㈱ 丹 波 市

㈱ 村 上 社 寺 工 芸 社 丹 波 市

ま さ る 針 本 舗（ 横 山 優 ） 丹 波 市

㈱ 丸 　  　 　 萬 西 脇 市

㈱ 川  上  商  店 神 戸 市

2.  伝統工芸・文化部門

太 田 檜 雲 堂（ 太 田 嘉 久 ） 丹 波 市

市 島 町 史 実 研 究 会 丹 波 市

3.  ボランティア部門

足 立 悦 子 丹 波 市

外出介助ボランティア「かけはし」 三 田 市

手 話 サ ー ク ル「 み き 」 三 木 市

　第 17回（平成 27年）
お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

医 療 法 人 社 団 小 嶋 医 院 篠 山 市

㈱ 北 播 ド ラ イ ビ ン グ ス ク ー ル 多 可 郡

社 会 福 祉 法 人 恩 鳥 福 祉 会 丹 波 市

竹 中 健 一 西 脇 市

2.  伝統工芸・文化部門

稲 畑 式 三 番 叟 保 存 会 丹 波 市

本 郷 春 日 お ど り 保 存 会 篠 山 市

3.  スポーツ部門

只 野 直 孝 丹 波 市

兵庫県立西脇工業高等学校野球部 西 脇 市

4.  ボランティア部門

今 田 手 話 サ ー ク ル「 さ ぎ 草 」 篠 山 市

朗読ボランティア「松ぼっくり」 篠 山 市

点 訳 ボ ラ ン テ ィ ア「 ど ん ぐ り 」 三 田 市

　第 15回（平成 25年）

お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

㈱ ヒ ロ オ カ 丹 波 市

医 療 法 人 社 団 山 ゆ り 会 篠 山 市

マ イ ス タ ー 工 房 八 千 代 多 可 郡

㈱ ま ち づ く り 柏 原 丹 波 市

㈱ 福 井 工 業 西 宮 市

2.  伝統工芸・文化部門

丹 波 市 郷 土 民 踊 保 存 協 会 丹 波 市

熊 野 新 宮 神 社 の 八 朔 祭 篠 山 市

牧 文 化 財 保 存 会 福 知 山 市

3.  ボランティア部門

劇 研 ・ 椎 の 実 丹 波 市

あすなろ腹話術サークル「ニコニコ」 三 田 市

　第 16回（平成 26年）
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お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

㈱ 山 下 紋 次 郎 商 店 丹 波 市

神 戸 髙 見 牛 牧 場 ㈱ 丹 波 市

き ね や 菓 舗（ 藤 本 英 憲 ） 三 田 市

本 庄 豆 腐 店（ 本 庄 康 員 ） 丹 波 市

㈱ 箸 荷 牧 場 多 可 郡

森 口 昌 英 篠 山 市

三 住 興 産 ㈱ 三 田 市

千 代 鶴 貞 秀（ 神 吉 岩 雄 ） 三 木 市

2.  伝統工芸・文化部門

上 新 庄 式 三 番 叟 保 存 会 丹 波 市

春 日 戦 国 太 鼓 丹 波 市

中 町 南 小 学 校 鶏 合 わ せ 多 可 郡

3.  スポーツ部門

岡 崎 健 一 丹 波 市

4.  ボランティア部門

手 話 サ ー ク ル「 た ん ぽ ぽ 」 篠 山 市

大 正 琴 「 ミ モ ザ 」 三 田 市

　第 18回（平成 28年）
お 　　名　　前 ご住所

1.  商工業部門

㈱ 芦 田 ポ ー ト リ ー 丹 波 市

藤 原 一 次 丹 波 市

㈱ 三 ツ 丸 ス ト ア 福 知 山 市

田 渕 清 彦 篠 山 市

大 城 戸 諒 一 西 脇 市

イ ン ス タ イ ル ㈱ 三 木 市

2.  伝統工芸・文化部門

能 楽 大 倉 流 小 鼓 方　 上 田 敦 史 丹 波 市

棚 原 相 撲 甚 句 保 存 会 丹 波 市

出 井 和 典 加 東 市

3.  ボランティア部門

福 知 山 手 話 サ ー ク ル「 こ づ ち 」 福 知 山 市

宙 を み あ げ て 三 田 市

朗 読 ボ ラ ン テ ィ ア「 む れ の 会 」 三 木 市

　第 19回（平成 29年）


